
次 時 ねらい 学習活動 評価規準 指導、援助 
１ 全文の範読を聞き、初
発の感想を持つこと

ができる。 

・一つの花という題名から感じたことを話

し合う。 
・「一つの花」の範読を聞く。 
・時代背景について話し合う。 
・初発の感想を書き、交流する。 
・ 

関：一つの花という題がつ

けられたわけを文章から

考えようとしている。（観

察・ノート） 

・題名のつけかたを（白いぼうし）

とぃらべる。 
・漢字、難語句などすぐ調べられ

るようにする。 

２ 時、場の設定、登場人
物をつかむことがで

きる 

・時、場の設定、人物、語句などをたしか

めながら読む。 
・三つの場面を確認する。 
・心に残った言葉や文にサイドラインを引

き感じたことを書き込む。 

関：詳しく読みたいところ

や疑問に思うことなどを

見つけている。（書き込み、

発言） 

・挿絵を掲示し、場面を捉える手

がかりとする。 
・一行空きのところに着目させ

る。 

第

１

次 
学

習

の

見

通

し

を

持

つ ３ 場面毎に叙述から感
じた事を交流し、学習

の計画を立てること

ができる。 

・場面毎にサイドラインの場所と感じたこ

とを交流する。 
・場面毎の読みの課題と学習活動について

計画を立てる。 

関：進んで自分の感想を発

表したり、読みの課題を考

えようとしている。 

・カードに書かせ、黒板にはりな

がら発表させる。 
・第２場面は、さらに３つの場面

に分割する。 

４ 
 
第１場面のゆみ子「一

つだけ」をきく母親の

を音読や叙述からつ

かみ、人物の気持ちを

想像することができ

る。 

・第１場面を音読する。 
・言葉や文から場面の様子を考える。 
・会話文の前後の言葉に着目して、人物の

気持ちを想像する。 
・読みとったことが表れるように音読する。 

読：会話や動作を表す言葉

などをもとに、場面の様子

や登場人物の気持ちを想

像しながら読んでいる。

（発言・ノート） 

・戦争の時代独特の語句について

は、調べたり、知っていることを

発表したりする。 
・食糧難の時代であったことな

ど、ちいちゃんのかげおくりでま

なんだことを想起する。 

第

２

次 
場

面

の

様

子

を

想

像

し 

５ 第２場面前半でのゆ
み子の「ひとつだ

け・・・」に対する両

親の心情を叙述から

想像することができ

る。 

・第２場面の（１）を音読する。 
・言葉や文から場面の様子を考える。 
・会話文の前後の言葉に着目して、人物の

気持ちを想像する。 
・読みとったことが表れるように音読する。 

読：会話や動作を表す言葉

などをもとに、場面の様子

や登場人物の気持ちを想

像しながら読んでいる。

（発言・ノート） 

・～どころか、～だの、など 
・さし絵の表情なども参考にす

る。 

      

４年生指導計画 一つの花 



 
 

      
６ 第２場面前半、駅での
見送り場面での両親

の心情を想像するこ

とができる。 

・第２場面の（２）を音読する。 
・言葉や文から場面の様子を考える。 
・駅での見送りの様子から両親の思いを考

える。 
・読みとったことが表れるように音読する。 

読：両親の駅での様子から

ゆみ子を残して戦争へ行

くのがつらい思いをつか

んでいる。（発言・ノート） 

・前時の読みとりを想起させる。 
・ 

７ 
本時 
第２場面後半一つの

花を見つめながら何

も言わず行ってしま

うお父さんの心情を

叙述から想像する。 

・第２場面後半を音読する。 
・言葉や文から場面の様子を考える。 
・コスモスについての記述から、父親の願

いを想像する。 
・読みとったことが表れるように音読する。 

読：動作を表す言葉などを

もとに、場面の様子や登場

人物の気持ちを想像しな

がら読んでいる。（発言・

ノート） 

・ここで初めて一つの花がでてく

ることに着目する。 
・「白いぼうし」の夏みかんの役

割を想起させる 

な

が

ら

読

む 

８ 第３場面、戦争が終わ
ってからの暮らしぶ

りを読みとり、母親の

心情を想像すること

ができる。 

・第３場面を音読する。 
・これまでのゆみ子たちの暮らしと比べる 
・コスモスについての叙述を比べ、そこか

ら感じたことを交流する。 

読：コスモスにこめられた

意味について自分なりの

考えを持っている。（ノー

ト） 

・コスモスのについての叙述を比

べる。 
・成長したゆみ子は、どんな子に

なったか、父や母の心配していた

こととくらべる。 
９ これまでの学習をふ
りかえり感想をまと

めることができる。。 

・。 
・自分が読みたい場面から特に心に残る部

分を書き出し、選んだ理由を交流する。 
 

関：自分の読みたい場面を

進んで見つけようとして

いる。 

・これまでの読みとりの経過をふ

りかえる。 

１０ 
 
互いに音読を交流し

ながら、読み方を工夫

することができる。 

・自分が選んだ場所を音読練習する。 
・互いに聞き会い、どう読んだらよいか考

える。 
・群読も入れながら読み味わう。 

読：読み方を聞いて、言葉

を根拠にどう読んだらよ

いかに気づいている。 

・これまで学習してきた足跡を掲

示しておく。 
・声の大きさ、調子、速さ、間な

ど観点を示す。 
１１ 
 
 

音読発表会を行い、感

想を交流することが

できる。 

・学習の足跡を３年生に説明する。 
・音読を３年生と互いに発表しあい、感想

や意見を交流する。 

関：学んできた成果を進ん

で発表しようとしている。 
・学習の足跡を掲示する。 
・身に付けた読みとりの手がかり

などもふれながら説明する。 

第

３

次 
音

読

で

伝

え

合

う 

１１ 学習をふり返り、感想
文をまとめることが

できる。 

・初めの読みとりと比べどう読み深めてき

たかふり返る。 
・読後の感想を文章にまとめ交流する。 

書：読み深めてきたことを

つないで文章にまとめて

いる。 

 


